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五枚橋村長が所信表明

◆
農
業
振
興

▽
農
地
の
集
積
と
遊
休
農
地
の

解
消
と
青
年
な
ど
の
就
農
促
進

策
の
強
化
を
推
進

▽
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

を
活
用
し
担
い
手
を
支
援
す
る

▽
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
を
核
と

し
て
多
様
な
人
材
を
育
成
す
る

▽
農
作
業
の
効
率
化
を
図
る
た

め
基
盤
整
備
を
促
進
し
、
農
業

環
境
の
整
備
を
推
進
す
る

▽
水
稲
は
生
産
調
整
が
廃
止
さ

れ
た
が
、
農
業
者
の
所
得
確
保

の
た
め
単
収
向
上
を
目
指
す

▽
主
要
重
点
推
進
作
物
４
品
目

を
中
心
に
栽
培
指
導
体
制
を
強

化
し
、
魅
力
あ
る
農
業
経
営
を

推
進
す
る

▽
リ
ン
ド
ウ
の
新
植
支
援
な
ど

を
推
進
し
な
が
ら
花
卉
振
興
を

図
る

▽
省
力
化
機
械
の
導
入
や
後
継

者
の
育
成
支
援
な
ど
を
推
進
し
、

葉
タ
バ
コ
の
振
興
を
図
る

▽
優
良
な
繁
殖
牛
導
入
の
支
援

を
行
い
、
畜
産
の
振
興
を
図
る

▽
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は

関
係
機
関
と
連
携
し
、
不
測
の

事
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
体
制

を
整
え
る

▽
村
営
戸
田
牧
野
は
、
飼
養
管

理
の
徹
底
を
図
り
適
切
な
運
営

に
努
め
る

◆
林
業
振
興

▽
木
炭
生
産
施
設
整
備
事
業
補

助
金
制
度
を
有
効
に
活
用
し
、

製
炭
経
営
の
安
定
化
お
よ
び
木

炭
生
産
環
境
の
近
代
化
を
支
援

す
る

▽
村
林
業
基
盤
整
備
事
業
を
活

用
し
、
作
業
道
利
用
者
の
利
便

性
を
図
る
と
と
も
に
、
林
道
の

適
切
な
管
理
に
努
め
る

◆
商
工
業
の
振
興

▽
中
小
企
業
金
融
対
策
利
子
補

給
事
業
を
継
続
し
な
が
ら
、
各

種
祝
い
金
や
助
成
事
業
に
は
村

共
に
歩
む

共
通
商
品
券
を
活
用
す
る

▽
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

の
た
め
、
商
工
会
の
活
動
支
援

を
強
化
す
る

◆
企
業
誘
致

▽
立
地
条
件
の
優
位
性
と
支
援

制
度
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
企
業
誘
致
に
向
け
て
努
力

す
る

◆
観
光
振
興

▽
道
の
駅
お
り
つ
め
「
オ
ド
デ

館
」
を
核
に
、
受
け
入
れ
態
勢

の
整
備
を
図
り
誘
客
活
動
を
推

進
す
る

▽
政
実
く
の
へ
Ｆ
Ｍ
を
村
観
光

情
報
発
信
事
業
と
し
て
位
置
付

け
、
引
き
続
き
取
り
組
む

農
業
の
担
い
手
を
支
援
し
ま
す

（
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
）

水
稲
は
単
収
向
上
を
目
指
し
ま
す

Ｆ
Ｍ
で
観
光
情
報
を
配
信

（
ふ
る
さ
と
元
気
隊
）

　
第
１
回
村
議
会
定
例
会
は
３
月
５
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
の
11
日
間
、
役
場
本
会
議
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
で
五
枚
橋
久
夫
村
長
は
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
充
実
と
地

域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
協
働
に
よ
る
村
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
」
と
所
信

を
述
べ
、
村
づ
く
り
全
般
に
わ
た
る
基
本
的
な
考
え
と
主
な
施
策
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
村
長
の
所
信
表
明
演
述
の
主
な
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。（
２
～
５
㌻
）

❶ 
魅
力
あ
る
産
業
の
創
出

❶
産
業
の
創
出
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～共に歩む協働の村～

◆
子
育
て
支
援

▽
乳
幼
児
健
診
と
５
歳
児
健
診

を
行
い
、
幼
児
と
保
護
者
を
支

援
す
る

▽
健
診
補
助
や
出
産
に
係
る
経

費
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
さ
わ

や
か
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
祝

所信表明を述べる五枚橋久夫村長

い
金
の
交
付
や
医
療
費
助
成
事

業
を
実
施
す
る

▽
大
幅
な
保
育
料
軽
減
を
継
続

し
、
子
育
て
家
庭
に
多
様
な
支

援
を
す
る

▽
高
校
生
ま
で
拡
大
し
て
い
る

医
療
費
助
成
は
継
続
実
施
す
る

◆
保
健
医
療
の
充
実

▽
小
児
予
防
接
種
を
全
額
補
助

で
、
対
象
者
全
員
が
接
種
で
き

る
よ
う
に
進
め
る

▽
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、
５
年
計
画
で
全
高
齢

者
が
接
種
で
き
る
よ
う
に
、
半

額
程
度
の
補
助
を
進
め
る

▽
医
師
に
よ
る
悩
み
事
相
談
、

保
健
師
の
出
前
相
談
、
お
し
ゃ

べ
り
サ
ロ
ン
「
ひ
だ
ま
り
」
な

ど
の
予
防
活
動
を
継
続
す
る

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は

４
月
か
ら
運
営
が
村
か
ら
県
に

移
行
す
る
が
、
負
担
が
激
変
し

な
い
よ
う
に
す
る

◆
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

▽
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
エ
ー
ル
」
の
活
動
支
援
や
高
齢

者
・
障
が
い
者
に
優
し
い
住
ま

い
づ
く
り
事
業
な
ど
で
障
が
い

者
の
生
活
を
支
援
す
る

◆
高
齢
者
福
祉
の
充
実

▽
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進

事
業
や
認
知
症
総
合
支
援
事
業

を
推
進
す
る

▽
介
護
予
防
教
室
、水
中
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
事
業
な
ど
を
実
施
す
る

▽
あ
っ
た
か
生
活
支
援
事
業
を

継
続
実
施
す
る

◆
地
域
福
祉
の
充
実

▽
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
集
会
、

子
育
て
サ
ロ
ン
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
実

施
す
る

▽
災
害
時
に
お
け
る
避
難
支
援

に
つ
い
て
は
、
要
支
援
者
台
帳

を
随
時
更
新
し
、
大
規
模
な
自

然
災
害
に
対
し
、
備
え
を
万
全

に
す
る

広報くのへ◦2018（Ｈ30）４月

協
働
の
村

負
担
軽
減
を
図
り
子
育
て
支
援

（
乳
幼
児
健
診
）

❷ 
楽
し
く
子
ど
も
を
育
て
る
村

介
護
予
防
教
室
を
継
続
し
ま
す

（
男
の
介
護
予
防
料
理
教
室
）

保
育
料
軽
減
を
継
続
し
ま
す

（
伊
保
内
保
育
園
で
食
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
）

❷
楽
し
く
子
育
て
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五枚橋村長が所信表明

◆
ご
み
の
減
量
化

▽
生
ご
み
電
動
処
理
機
と
コ
ン

ポ
ス
ト
へ
の
助
成
制
度
を
継
続

し
、
そ
れ
ら
の
普
及
に
努
め
、

ご
み
の
減
量
化
を
目
指
す

▽
大
掃
除
点
検
や
ク
リ
ー
ン
九

戸
行
動
日
を
継
続
し
、
今
後
も

ご
み
の
減
量
化
や
環
境
美
化
に

努
め
る

◆
学
校
教
育
の
充
実

▽
望
ま
し
い
教
育
環
境
基
本
計

画
案
に
よ
り
、
住
民
説
明
会
な

ど
で
出
た
意
見
を
反
映
さ
せ
、

小
学
校
を
１
校
に
再
編
し
、
小

中
一
貫
教
育
の
導
入
に
向
け
て

計
画
を
進
め
る

▽
小
規
模
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を

解
消
す
る
た
め
の
ナ
イ
ン
ズ
学

習
で
は
、
効
果
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
に
内
容
の
充
実
を
図
る

▽
小
学
校
で
の
外
国
語
教
育
は

平
成
32
年
度
全
面
実
施
に
向
け

て
準
備
し
て
い
く

◆
社
会
教
育
と
生
涯
学
習
の
充

実▽
メ
デ
ィ
ア
と
の
上
手
な
付
き

合
い
方
の
実
践
を
積
み
重
ね
る

と
同
時
に
、
読
書
と
家
庭
学
習

に
取
り
組
む
よ
う
支
援
す
る

▽
九
曜
塾
で
は
、
地
域
と
学
校

が
連
携
し
て
協
働
し
て
子
ど
も

の
成
長
を
支
え
る

◆
文
化
芸
術
の
振
興

▽
伝
統
芸
能
の
発
表
と
鑑
賞
機

会
を
設
け
、
そ
の
保
存
と
継
承

活
動
を
支
援
す
る

◆
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

▽
健
康
づ
く
り
に
連
動
し
た
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
す
る

◆
伊
保
内
高
等
学
校
の
支
援

▽
人
間
性
・
社
会
性
を
育
む
部

活
動
・
芸
能
委
員
会
を
支
援
す

る▽
小
規
模
校
の
長
所
を
生
か
し

た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
、
伊
保
内
高
等
学
校

の
存
続
を
強
く
要
望
し
て
い
く

小
学
校
を
再
編
し
小
中
一
貫
を
導
入

（
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
ト
支
援
事
業
）

九
曜
塾
で
は
地
域
と
学
校
が
連
携
し

子
ど
も
の
成
長
を
支
え
ま
す

伊保内高等学校の存続を要望していく（郷土芸能委員会が全国高文祭出場）

健康づくりに連動したスポーツ活動を推進（村民体育大会綱引き競技）

豊かな自然環境の保全を目指します

❸ 

心
豊
か
な
村
民
を
育
む
教
育

❹ 

美
し
い
自
然
を
い
つ
ま
で
も

❸
教
育
文
化

❹
環
境
保
全



5

～共に歩む協働の村～

◆
交
通
網
の
整
備

▽
村
道
整
備
と
し
て
改
良
舗
装

工
事
２
路
線
、
舗
装
修
繕
工
事

１
路
線
、
法
面
工
事
２
カ
所
を

実
施
す
る

▽
橋
き
ょ
う
り
ょ
う
梁
修
繕
工
事
１
カ
所
を
行

い
、
住
民
と
協
働
し
な
が
ら
村

道
の
維
持
管
理
に
努
め
る

◆
住
宅
整
備
の
推
進

▽
平
成
30
年
度
は
若
者
定
住
促

進
住
宅
を
長
興
寺
地
区
に
２
棟

整
備
す
る

◆
協
働
の
村
づ
く
り
を
推
進

▽
住
民
参
画
に
よ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
充
実
と

地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る

▽
集
落
環
境
整
備
事
業
補
助
金

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

助
成
事
業
の
活
用
を
促
進
す
る

◆
行
財
政
改
革
の
推
進

▽
村
独
自
の
施
策
を
で
き
る
限

り
継
続
し
な
が
ら
、
従
来
の
発

想
や
、
既
存
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
な
い
抜
本
的
な
行
財
政
改

革
を
推
進
し
て
い
く

◆
上
下
水
道

▽
下
水
道
事
業
資
産
評
価
を
実

施
し
、
経
営
状
態
を
把
握
し
経

営
の
健
全
化
に
つ
な
げ
る

▽
上
水
道
の
経
営
戦
略
を
策
定

し
、
安
全
で
良
質
な
水
の
安
定

供
給
に
努
め
る

◆
交
通
安
全
対
策

▽
交
通
死
亡
事
故
防
止
や
、
飲

酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
す
る

広報くのへ◦2018（Ｈ30）４月

協
働
の
村
づ
く
り
を
支
援

（
銚
子
の
雨
堤
み
）

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
支
援
（
デ

ビ
ッ
ト・マ
シ
ュ
ー
ズ
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
）

5
安
全
な
村

6
協
働
の
村

安
全
で
良
質
な
水
の

安
定
供
給
に
努
め
ま
す

若
者
定
住
促
進
住
宅
を

長
興
寺
地
区
に
２
棟
整
備
予
定

消
防
施
設
の
充
実
を
進
め
ま
す

（
村
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
推
進

（
戸
田
地
区
大
運
動
会
）

❺ 

快
適
で
安
全
な
村

❻ 

み
ん
な
で
つ
く
る
協
働
の
村

❻
協
働
の
村

❺
安
全
な
村

◆
防
犯
対
策

▽
住
民
の
防
犯
思
想
・
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

安
心
・
安
全
な
村
づ
く
り
に
な

お
一
層
努
力
す
る

◆
消
防
防
災

▽
小
型
動
力
ポ
ン
プ
１
台
、
同

積
載
車
１
台
、
本
部
指
令
広
報

車
１
台
を
更
新
す
る

▽
消
防
施
設
・
機
械
器
具
の
整

備
、
充
実
を
進
め
る

◆
消
費
者
対
策
の
充
実

▽
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

消
費
者
行
政
に
継
続
し
て
取
り

組
む
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歳入総額

36億
4,630万円

村税
4億3,761万円

（12.0％）

諸収入7,807万円（2.1％）

使用料及び手数料
6,412万円（1.8％）
その他
3,600万円（1.0％）

地方交付税
19億4,591万円

（53.3％）

村債
4億1,440万円

（11.4％）

県支出金
2億2,908万円

（6.3％）

国庫支出金
2億9,812万円

（8.2％）

地方譲与税
5,025万円（1.4％）
地方消費税交付金
8,536万円（2.3％）

その他738万円（0.2％）

 自主財源

依 存 財 源　（ 83.1 ％ ）

  （16.9％）

◦予算額 　　　　　617,808円（前年度725,346円）

◦村税　　　　　　　 74,146円（　同　   70,030円）

◦借金（村債）残高　784,679円（　同　788,704円）

※数値は一般会計。人口は 5,902 人（平成 30 年２月末現在
住民基本台帳人口）、村債は 30 年度末残高見込みで計算。

0 10 20 30 40億円

年度
30
29
28
27
26
25
24
23
22
21

36億 4,630万円  （対前年度比△16.9％）

43億 8,544万円  （同　    14.8％）

38億 1,960万円  （同　  △1.3％）

38億 6,820万円  （同　　  7.7％）

35億 9,005万円  （同　　  5.6％）

33億 9,860万円（同　  　0.8％）

33億 7,266万円（同　  △6.1％）

35億 9,007万円（同          4.8％）

34億 2,545万円（同          3.0％）

33億 2,520万円（同          2.3％）

各会計別の予算と伸び率（△はマイナス）
会　計　名 平成29年度 平成30年度 伸び率

一 　 般 　 会 　 計 43億8,544万円 36億4,630万円 △16.9%
　
特
　
別
　
会
　
計
　

国 民 健 康 保 険 8億5,497万円 6億4,474万円 △24.6%
後期高齢者医療 5,703万円 6,144万円 7.7%
農業集落排水事業 2,918万円 3,648万円 25.0%
下 水 道 事 業 1億2,841万円 1億6,691万円 30.0%
索 道 事 業 1,730万円 1,731万円 0.1%
戸 田 財 産 区 609万円 519万円 △14.8%
伊 保 内 財 産 区 563万円 759万円 34.8%
江 刺 家 財 産 区 666万円 634万円 △4.8%

水 　 道 　 事 　 業 1億3,982万円 1億3,318万円 △4.8%
合 　 　 計 56億3,053万円 47億2,548万円 △16.1%

一般会計予算の推移
※平成24年、28年度は骨格予算

村民一人当たりに換算

前
年
比
17
％
減

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
昨
年
度
当
初
予
算
を

７
億
３
９
１
４
万
円
（
16
・
９
％
）

下
回
る
、
36
億
４
６
３
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
に
特
別
会
計

や
水
道
事
業
会
計
を
加
え
た
総

予
算
は
47
億
２
５
４
８
万
円
で
、

昨
年
度
よ
り
９
億
５
０
５
万
円
、

16
・
１
％
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

交
付
税
が
全
体
の
53
％

　

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
を

見
る
と
、
地
方
交
付
税
が

19
億
４
５
９
１
万
円
で
全
体
の

53
・
４
％
（
昨
年
度
比
８・４
㌽
増
）

を
占
め
て
ト
ッ
プ
。
次
い
で
村
税
、

村
債
、
国
庫
支
出
金
と
続
き
ま
す
。

　

自
主
財
源
は
、
昨
年
度
を

４
８
０
４
万
円
（
８・５
％
）
上
回

る
６
億
１
５
８
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。村
税
は
１
４
２
１
万
円（
３・

４
％
）
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
は
前
年
度
よ
り

７
億
８
７
１
８
万
円
減
少
し
ま
し

た
。 歳

入

【地方交付税】財政力に応じて国から配分されるお金。
【村債】村が国などから借りるお金。
【自主財源】村が自主的に収入することができる財源。
【依存財源】国や県から定められた額を交付される財源。

用 語 解 説 ・ 歳 入

一
般
会
計

36
億
４
６
３
０
万
円

前
年
度
比
17
％
減

30
年
度
当
初
予
算
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歳出総額

36億
4,630万円
【目的別】

総務費
7億2,182万円
（19.8％）

消防費
2億3,213万円
（6.3％）

農林水産業費
2億9,529万円
（8.1％）

民生費
8億209万円
（22.0％）

公債費
4億2,594万円
（11.7％） 土木費

5億2,035万円
（14.3％）

衛生費
1億7,438万円
（4.8％）

議会費5,032万円（1.4％）

教育費
3億2,887万円
（9.0％）

予備費　500万円（0.1％）

商工費9,011万円
（2.5％）

歳出総額

36億
4,630万円

【性質別】

人件費
5億4,895万円

（15.1％）

投資的経費
5億4,845万円

（15.0％）

繰出金
4億2,552万円

（11.7％）

補助費
4億9,248万円

（13.5％）

その他　 1,888万円（0.5％）

公債費
4億2,594万円

（11.7％）

扶助費
4億1,915万円

（11.5％）物件費
7億6,693万円

（21.0％）

 　義務的
経

費（
38.3％

）

  そ
の

他
の

経
費（

46

.7％） 

投 資 的経費
　（15.0％）

水道事業会計予算の内訳

◆収益的収入・支出（１年間の損益取引）

　・収入…1億3,318万円　・支出…1億3,318万円
◆資本的収入・支出（投下資本の増減に関する取引）

　・収入…1,351万円　 　 ・支出…7,199万円
※収入不足の5,848万円は過年度分損益勘定留保資金等
で補てんされます。

民
生
費
が
22
％
で
ト
ッ
プ

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
人

件
費
や
公
債
費
、
扶
助
費
を
合
わ

せ
た
義
務
的
経
費
が
０・
６
％
増

の
13
億
９
４
０
３
万
円
。
こ
れ
に

そ
の
他
の
経
費
を
加
え
た
一
般
行

政
経
費
は
30
億
９
７
８
５
万
円

と
な
り
、
前
年
度
よ
り
０・
７
％

増
加
し
ま
し
た
。
投
資
的
経
費

は
前
年
度
よ
り
７
億
６
０
４
０
万

円
（
58
・
１
％
）
少
な
い
、

５
億
４
８
４
５
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

目
的
別
で
は
、
民
生
費
（
福
祉

対
策
や
保
育
園
な
ど
の
経
費
）
が

８
億
２
０
９
万
円
と
な
り
、
全
体

の
22
・
０
％
で
ト
ッ
プ
。
次
い
で
、

総
務
費
（
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
一
般

事
務
経
費
）
が
７
億
２
１
８
２
万

円
と
続
き
、
全
体
の
19
・
８
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

増
加
率
が
最
も
高
か
っ
た
の
は

商
工
費
（
４
９
５
万
円
＝
５・８
％

の
増
）
と
な
り
、
続
い
て
民
生
費

（
２
２
１
１
万
円
＝
２・８
％
の
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
減
額
率
が
最
も
高
か
っ

た
の
は
農
林
水
産
業
費
で
、
前
年

度
を
５
億
４
１
６
９
万
円
（
64
・

７
％
）
下
回
り
ま
し
た
。

歳
出

【公債費】村債（借金）の返済に充てるお金。
【扶助費】生活保護法、児童福祉法、老人福祉法、身体障害
者福祉法、などの法令に基づいて支出する経費。
【物件費】委託料、賃金、旅費、役務費など。
【義務的経費】人件費や扶助費などのように、村の機能を維
持していくために必ず支払わなければならない経費。
【投資的経費】道路の建設などのように、施設が将来に残る
ものに対する経費。

用 語 解 説 ・ 歳 出

主な投資的事業
合併処理浄化槽整備事業補助金交付事業 1,024万円
いわて地域農業マスタープラン実践支援事業 1,215万円
経営体育成支援事業 780万円
農道改良事業 960万円
農業生産基盤整備事業 6,480万円
林道改良事業 699万円
まちの駅駐車場改良事業 671万円
住宅リフォーム等助成事業 410万円
道路維持補修事業 3,035万円
村道新設改良事業 2億1,224万円
橋梁長寿命化修繕事業 4,317万円
定住促進住宅建設事業 6,940万円
小型動力ポンプ積載車更新事業 900万円
消防防災指揮広報車更新 603万円
長興寺地区管渠移設詳細設計業務委託 7,938万円
九戸浄化センター機械設備更新工事 589万円
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平
成
28
年
度
の
九
戸
村
の
ご

み
の
排
出
量
は
１
５
６
８
㌧

で
、
そ
の
う
ち
一
般
家
庭
か
ら

の
ご
み
の
排
出
量
は
１
２
１
９

㌧
で
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
う
ち

の
９
２
３
㌧
が
燃
え
る
ご
み
で

し
た
。
そ
の
燃
え
る
ご
み
の
４

割
が
生
ご
み
と
言
わ
れ
て
お
り
、

３
７
０
㌧
ほ
ど
が
生
ご
み
だ
っ

た
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

生
ご
み
の
排
出
量
を
半
分
に

減
ら
せ
ば
、
１
８
５
㌧
ほ
ど
九

戸
村
の
ご
み
の
排
出
量
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

九
戸
村
の
ご
み
処
理
に
係
る

費
用
は
、
平
成
28
年
度
お
よ
そ

６
９
０
０
万
円
で
し
た
。
単
純

に
比
較
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
生
ご
み
の
排
出

量
を
半
分
に
減
ら
せ
ば
、
ご
み

処
理
に
係
る
費
用
を
お
よ
そ

８
１
５
万
円
削
減
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
の
排
出
量
を
抑
え
る
た

め
、
九
戸
村
で
は
、
電
動
生
ご

み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
の
購

入
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
上
手
に
活
用
し
、

生
ご
み
の
排
出
量
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
生
ご
み
を
燃

え
る
ご
み
と
し
て
出
す
と
き
は
、

十
分
に
水
切
り
を
行
い
、
重
量

を
減
ら
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
胃
が
ん
は
、が
ん
の
中
で
最
も
か
か
り
や
す
い
が
ん
で
す
。

　
し
か
し
、
早
期
発
見
を
す
れ
ば
経
過
良
好
で
、
ほ
ぼ
治
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
検
診
を
受
け
て
胃
が
ん
の
予
防
、
早
期

発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
検
診
料
　
１
８
０
０
円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
70
歳

以
上
（
平
成
30
年
４
月
１
日
現

在
）
の
人
は
無
料
で
す
。

■
対
象
者
　
40
歳
以
上
（
平
成

30
年
４
月
１
日
現
在
）
※
勤
務

先
で
同
検
診
が
あ
る
場
合
は
、

そ
ち
ら
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
受
診
で
き
な
い
人

⃝

妊
娠
中
、
妊
娠
し
て
い
る
可

　
能
性
が
あ
る

⃝

胃
・
十
二
指
腸
の
切
除
手
術

　
を
し
た

⃝

胃
疾
患
で
定
期
的
に
検
査
を

　
受
け
て
い
る

⃝

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
た
こ
と

が
あ
る

胃
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
月日 曜日 会　　場 対　象　地　区

４月９日 月 江刺家ふるさとセンター 田代、柿の木、丸木橋、山屋、
細屋

４月10日 火 村老人福祉センター 平内、妻の神、戸田上・下、戸
田舘の下、山根

４月11日 水
江刺家ふるさとセンター 江刺家上・下、道地
村保健センター 荒谷、二ツ家、鹿島

４月12日 木 村保健センター 川向、南田、小倉

４月13日 金
宇堂口地区農村婦人の家 瀬月内、宇堂口、泥の木

長興寺多目的集会施設銀杏会館 長興寺上・下、大向、五枚橋、荒田、雪屋
４月15日 日 村保健センター 伊保内上・下、休日希望者
受付時間は午前６時～午前８時です。
※検診の混雑を防ぐため、地区毎に検診日を指定しています。
　指定日に都合がつかない場合は、上記のいずれかの日程に受診してください。

⃝

腸
閉
塞
・
腸
管
憩
室
炎
を
起

　
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

⃝

気
管
支
炎
・
肺
炎
で
治
療
を

　
受
け
た
こ
と
が
あ
る

⃝

腎
臓
疾
患
や
心
臓
疾
患
な
ど

　
で
水
分
制
限
を
し
て
い
る

⃝

２
日
以
上
便
通
が
な
い

⃝

飲
食
で
む
せ
や
す
い

■
受
診
時
の
注
意

≪検査日程≫

○
検
診
前
日
の
夕
食
は
、
午
後

　

９
時
ご
ろ
ま
で
に
済
ま
せ
て

　

く
だ
さ
い
。
お
酒
は
飲
ま
な

　
い
で
く
だ
さ
い
。

○
検
診
当
日
は
検
診
終
了
ま
で

　

絶
食
で
す
。
た
ば
こ
は
吸
わ

　
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
（
☎

42-
２
１
１
１
内
線
１
２
２
）

生ごみ処理機購入費助成の概要
種　　類 助成金額 助成金上限額 助成限度個数

電動生ごみ処理
機 購入価格

の１／２
以内の額

30,000円 ５年に１個

生ごみ処理容器
（コンポスト） 3,000円 ３年に２個

生
ご
み
を
減
ら
そ
う
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村
カ
シ
オ
ペ
ア
防
犯
・
交
通

安
全
教
室
が
２
月
15
日
、
Ｈ
Ｏ

Ｚ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
予
定

園
児
42
人
が
参
加
し
、
新
た
に

始
ま
る
学
校
生
活
に
向
け
て
必

要
な
知
識
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

県
警
本
部
か
ら
駆
け
付
け
た

警
察
官
た
ち
が
交
通
ル
ー
ル
を

指
導
。
信
号
機
の
見
方
や
横
断

歩
道
の
渡
り
方
な
ど
を
指
導
し
、

園
児
た
ち
は
交
通
マ
ナ
ー
を
確

認
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
近
未
来
警
察
カ
シ
オ
ペ

ア
も
駆
け
付
け
、
防
犯
対
策
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
い
か

な
い
、
の
ら
な
い
、
お
お
ご
え

で
叫
ぶ
、
す
ぐ
逃
げ
る
、
し
ら

せ
る
を
合
い
言
葉
に
し
た
防
犯

標
語
「
い
か
の
お
す
し
」
を
学

び
ま
し
た
。
最
後
に
音
楽
に
合

わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
い
か

の
お
す
し
を
守
る
こ
と
を
誓
っ

て
い
ま
し
た
。

い
か
の
お
す
し
を
誓
う

横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
学
ぶ

新
入
学
予
定
園
児

【
課
長
級
】

▽
総
務
企
画
課
長
兼
地
域
振
興

班
長
（
総
務
企
画
課
長
）
中
村

学▽
会
計
管
理
者
兼
税
務
会
計
課

長
兼
会
計
班
長
（
農
林
建
設
課

長
兼
水
環
境
班
長
兼
農
業
委
員

会
事
務
局
長
兼
水
道
事
業
所
長
）

岩
崎
一
弘

▽
住
民
生
活
課
長
兼
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
総
務
企
画

課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
班
長
）

坂
野
上
克
彦

▽
農
林
建
設
課
長
兼
農
業
員
会

事
務
局
長
兼
水
道
事
業
所
長（
教

育
委
員
会
事
務
局
教
育
次
長
補

佐
兼
生
涯
学
習
班
長
）
杉
村
幸

久▽
議
会
事
務
局
長
（
議
会
事
務

局
長
補
佐
）
大
向
一
司

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
次

長
（
会
計
管
理
者
兼
税
務
会
計

課
長
）
髙
倉
孝
一

【
課
長
補
佐
級
】

▽
総
務
企
画
課
長
補
佐
兼
庶
務

財
政
班
長
（
住
民
生
活
課
主
任
）

柳
平
善
行

▽
住
民
生
活
課
長
補
佐
兼
国
保

住
民
班
長
（
総
務
企
画
課
長
補

佐
兼
庶
務
財
政
班
長
）
松
浦
拓

志▽
住
民
生
活
課
長
補
佐
兼
保
健

衛
生
班
長
（
農
林
建
設
課
長
補

佐
兼
生
産
振
興
班
長
）
中
奥
達

也▽
農
林
建
設
課
長
補
佐
兼
生
産

振
興
班
長
（
農
林
建
設
課
主
任
）

細
川
忍

▽
農
林
建
設
課
長
補
佐
兼
水
環

境
班
長
（
住
民
生
活
課
長
補
佐

兼
国
保
住
民
班
長
）
上
村
浩
之

▽
農
林
建
設
課
主
査
（
総
務
企

画
課
主
査
）
岩
崎
浩
美

▽
議
会
事
務
局
長
補
佐
（
住
民

生
活
課
長
補
佐
兼
保
健
衛
生
班

長
）
野
辺
地
利
之

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
次

長
補
佐
兼
生
涯
学
習
班
長
（
税

務
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
班
長
）

晴
山
美
佐
子

▽
伊
保
内
保
育
園
長
兼
戸
田
保

育
園
長
（
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も

園
長
）
橋
本
幸
子

▽
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も
園
長（
戸

田
保
育
園
長
）
上
山
恵
子

【
主
任
級
】

▽
税
務
会
計
課
主
任
（
住
民
生

活
課
主
任
）
和
田
沙
耶
香

【
主
事
級
】

▽
総
務
企
画
課
主
事
（
税
務
会

計
課
主
事
）
岩
渕
信
毅

▽
総
務
企
画
課
主
事
（
教
育
委

員
会
事
務
局
主
事
）
佐
賀
友
洋

▽
税
務
会
計
課
主
事
（
総
務
企

画
課
主
事
）
下
村
明

▽
税
務
会
計
課
主
事
（
農
林
建

設
課
主
事
）
向
井
祐
貴

▽
税
務
会
計
課
主
事
（
住
民
生

活
課
主
事
）
南
公
太

▽
住
民
生
活
課
主
事
（
農
林
建

設
課
主
事
）
久
保
太
毅

村
職
員
の
人
事
異
動

　
村
職
員
の
人
事
異
動
が
４
月
１
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。（
カ
ッ
コ

内
は
異
動
前
の
職
名
）

平
成
30
年
度

▽
住
民
生
活
課
主
事
（
農
林
建

設
課
主
事
）
櫻
庭
和
輝

▽
農
林
建
設
課
主
事
（
総
務
企

画
課
主
事
）
八
重
樫
秀
昭

▽
農
林
建
設
課
主
事
（
税
務
会

計
課
主
事
）
山
本
拓
洋

【
主
事
補
級
】

▽
総
務
企
画
課
主
事
補
（
税
務

会
計
課
主
事
補
）
前
川
和
也

【
新
採
用
】

▽
高
倉
拓
真
（
住
民
生
活
課
主

事
補
）

▽
久
保
和
（
住
民
生
活
課
保
健

師
）

▽
蒲
田
諒
介
（
教
育
委
員
会
事

務
局
主
事
補
）

【
再
任
用
】

▽
吉
川
清
一
郎
（
総
務
企
画
課
）

▽
古
舘
英
一
（
総
務
企
画
課
）

▽
小
野
寺
正
（
農
林
建
設
課
）

▽
上
村
勝
己
（
教
育
委
員
会
）

▽
欠
端
哲
代
（
戸
田
保
育
園
）

【
退
職
者
】（
３
月
31
日
付
）

▽
吉
川
清
一
郎
（
住
民
生
活
課

長
兼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
坂
下
守
男
（
議
会
事
務
局
長
）

▽
野
辺
地
実
（
教
育
委
員
会
事

務
局
教
育
次
長
）

▽
小
井
田
ま
き
子
（
伊
保
内
保

育
園
長
）

▽
古
舘
里
美
（
住
民
生
活
課
保

健
師
）
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むらのわだい

風張則子さん、萌々さん、尾友璃音さん、和田心花さん、尾友百合子さん

井上ひろみさんの歌に合わせて
沢内甚句を踊りました

舞踊発表会
可憐な踊りにたくさんのお花
　村舞踊研究会が主催する舞踊発表会が２月18日、ＨＯＺ
ホールで行われました。この日を楽しみにしていた来場者が
村内外から多数訪れ、癒しのひとときを満喫していました。
ステージでは会員の皆さんが熟練の技を遺憾なく披露し、29
演目を演じました。第35代青森県民謡王座を獲得した下田清
美さんなどをゲストに迎え、華やかな歌声が会場を盛り上げ
ていました。あでやかな衣装を着飾り、しなやかで可

か

憐
れん

な演
舞が披露されると、観衆からたくさんの「お花」が届けられ
ていました。

くのへ朗読会に 170 人
情感あふれる朗読に涙
　くのへ朗読会は２月23日、ＨＯＺホールで行われました。
今回で９回目を迎えた朗読会に、これまで最多となる村内外
から約170人が来場し、本の世界を満喫しました。樹原ゆり
さんが子ども向けに２話を朗読。大人向けに高橋和久さんと
２人で浅田次郎の作品、ラブレターを朗読しました。本の中
の世界がまるで目の前に浮かんでくるような、臨場感あふれ
る朗読に来場者は引き込まれ、本の世界にどっぷりとひたっ
ていました。朗読が終わった後、来場者からはすばらしい朗
読に涙があふれてきたとたくさんの声が上がっていました。 友と育んだ友情を糧に、大きく旅立つ九戸中卒業生

48 人が九戸中学校を卒業
夢に向かい力強くまい進
　九戸中学校で３月14日、卒業証書授与式が行われました。
義務教育を終えた48人が吉田竜二郎校長から卒業証書を授与
されました。担任の先生から呼名された生徒は元気よく返事を
し、堂々とした態度で式に臨み、夢に向かって力強く踏み出し
ていました。卒業生を代表して下川原一将君が「九戸中生とし
て自信と誇りを持ち、いかなる困難にも立ち向かっていきます」
と答辞を述べました。式の後には卒業生と在校生がお別れの合
唱交換。互いに築いてきた思い出を胸に、別れを惜しみながら
感謝の気持ちを歌に乗せてエールを送り合っていました。本の世界へいざなう樹原ゆりさん（左）と高橋和久さん

オープニングで皆の衆を
あでやかに踊りました

三上紀子さんの歌に乗せて
南部俵積み唄を軽やかに演舞
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津軽じょんから節を踊る（左から）

井上ひろみさんの歌に合わせて
沢内甚句を踊りました

県乳質改善大賞を受賞した、櫻庭真悟さん

10 周年特別表彰も受賞
櫻庭さ

んに乳質改善大賞
　２月９日、盛岡市内のホテルで平成29
年度県乳質改善大賞表彰式が行われ、本
村から櫻庭真悟さん（戸田下）が受賞し
ました。この大賞は優れた乳質を維持し
た優秀な農家の中から、年間出荷乳量が
180㌧以上で、１年間続けられる乳質検
査で、１㎖当たりの細菌数、体細胞数、
乳脂肪分、無脂肪固形分率などの厳しい
審査基準を満たした農家が選ばれまてい
ます。
　櫻庭さんは平成27年から３年連続、
延べ４回目の大賞を受賞。この功績がた
たえられ、県乳質改善大賞10周年特別
表彰が併せて贈られました。

優秀な成績を収めた農業生産者へ表彰状が贈られました

村農業生産者の集い
収穫感謝し豊年祈願
　村農業生産者の集いが２月22日、ＨＯＺホールで開かれま
した。農業関係者が集まり、昨年の収穫に感謝するとともに、
今年一年の豊作を祈願しました。昨年は低温で日照不足が多
く、米の作況指数は県北部で94と８年ぶりの不良となり、農
家には厳しい年となったことを報告。また、東北農政局の阿
部尚子さんが、米と畜産をめぐる情勢について講演。これま
での米の需要量の推移や、米に係る施策について説明しまし
た。さらに農作物15品目において優秀な成績を収めた48人
に表彰状が贈呈され、その功績がたたえられました。

シルバーリハビリ体操の集い
体操で創出  にこやか笑顔
　シルバーリハビリ体操の集いが３月７日、ＨＯＺホールで開
かれました。健康寿命の延伸を目指そうと村民108人が集ま
り講演を聞き、理解を深めました。いつでも、どこでも、一人
でも、１日１㍉１㌘を合い言葉に、自分で自分の体を守ろうと
意識を高めていました。参加者は指導者の教えを受けながら、
無理せず体操に励んでいました。体操後の参加者は満足そうな
表情を浮かべ、にこやかな笑顔が広がっていました。

楽しみながら体操に励む参加者
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◉５月に１歳を迎える赤ちゃんの写真を募集！！希望
する人は４月10日（火）までに、写真（データも可）
を広報担当（☎42-2111内線167）まで持参ください。

小笠原　圭
けい

志
し

くん

４月１０日生まれ／次男／荒谷

（父）隆大さん（母）花織さん

「元気いっぱい健康に育ってね」
お父さん・お母さんより

１歳のお誕生日おめでとう☆

明
選
啓
発
習
字
コ
ン
ク
ー
ル

◆
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞

◆
村
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
賞

中
澤
悠
空
さ
ん
の
作
品

　

平
成
26
年
７
月
か
ら
開
局
し

て
い
る
エ
フ
エ
ム
岩
手
九
戸
支

局
。
本
年
度
は
荒
屋
敷
等ひ
と
し司
さ

ん
を
新
支
局
長
に
迎
え
、
引
き

続
き
毎
週
水
曜
日
正
午
か
ら
放

送
し
ま
す
。
ま
た
、
道
の
駅
お

り
つ
め
オ
ド
デ
館
と
街
の
駅
ま

さ
ざ
ね
館
、
お
休
み
処
ん
だ
・

な
す
の
３
カ
所
に
感
想
用
紙
を

設
置
。
支
局
員
は
「
こ
れ
か
ら

も
村
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
番

組
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
意

欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

エ
フ
エ
ム
九
戸
支
局
が
新
体
制
に

柾
本
陽
菜
さ
ん
の
作
品

◆
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞

◆
村
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
賞

４
月
か
ら
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す
る

エ
フ
エ
ム
岩
手
九
戸
支
局

海
外
体
験
を
今
後
に
生
か
す

海
外
派
遣
を
経
験
し
学
ん
だ

成
果
を
発
表
す
る
派
遣
生

　

村
選
挙
管
理
委
員
会
と
村
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が
主
催

す
る
、
第
28
回
村
明
る
い
選
挙

啓
発
習
字
コ
ン
ク
ー
ル
が
２
月

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
村
内
小
学

校
児
童
か
ら
、
39
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
感
性
あ
ふ
れ
た

力
強
い
自
信
作
が
数
多
く
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
７
人
に
よ
る
審
査
の

結
果
、
16
点
が
入
賞
し
、
上
位

３
賞
の
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞

柾
本
陽
菜
（
戸
田
小
６
年
）

◆
村
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

会
長
賞

中
澤
悠
空
（
戸
田
小
６
年
）

◆
優
秀
賞

中
澤
萌め
い

那な

（
戸
田
小
２
年
）

山
下
愛
望
（
戸
田
小
４
年
）

古
舘
心み

伽か

（
長
興
寺
小
４
年
）

橋
本
く
る
み
（
伊
保
内
小
５
年
）

山
下
華
歩
（
戸
田
小
６
年
）

（
敬
称
略
・
学
校
名
・
学
年
は
入

賞
時
）

　

村
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
報

告
会
が
２
月
23
日
、Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
九
戸
中

学
校
２
年
（
当
時
）
の
中
村
ふ

み
さ
ん
、
細
川
乃
愛
さ
ん
、
三

澤
の
の
か
さ
ん
、
野
辺
地
心
君
、

伊
保
内
高
等
学
校
２
年
（
当
時
）

の
本
堂
歩
さ
ん
が
10
月
23
日
か

ら
11
日
間
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に

行
き
研
修
し
た
成
果
を
一
人
ず

つ
発
表
し
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ス
や
メ
イ
ク
を
し
て
通

学
し
て
い
る
生
徒
に
驚
い
た
こ

と
や
授
業
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
使
い
進
め
て
い
る
こ
と
な
ど

学
校
生
活
の
違
い
を
学
習
し
た

こ
と
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
こ
と

な
ど
を
堂
々
と
発
表
し
て
い
ま

し
た
。

　

海
外
派
遣
を
経
験
し
て
一
回

り
大
き
く
成
長
し
た
生
徒
た
ち

は
、
異
文
化
に
触
れ
学
ん
だ
貴

重
な
体
験
を
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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父
母
の
齢

よ
わ
い

と
う
に
越
え
た
り
彼
岸
前

冬
部　

雪
女

水
温
む
介
護
予
防
の
集
ひ
あ
り

三
回
忌
修
し
心
の
目
貼
は
ぐ

里
人
の
絆
の
深
し
蕗
の
と
う

風
光
る
パ
ノ
ラ
マ
絶
景
就
志
森

湯
の
華
に
熱
海
気
分
や
春
隣

開
店
の
「
小
茶
屋
」
の
風
雅
梅
つ
ぼ
む田

村　

畦
畔

日
射
し
浴
び
土
手
に
早
く
も
蕗
の
薹

目
貼
は
ぐ
日
は
い
つ
来
る
や
峡
に
住
む

降
れ
ば
溶
け
融
れ
ば
降
り
て
春
の
雪

凍
て
返
る
ま
さ
か
の
転
倒
頭
打
つ

仏
前
で
朝
の
語
ら
い
涅ね

槃は
ん

西に

風し

列
島
に
春
の
嵐
や
三
度
四
度

舘
村　

青
村

菅
野　

岑
子

娘
に
送
る
冬
至
南
瓜
も
そ
の
中
に

枯
る
る
も
の
枯
れ
つ
く
し
た
る
里
の
景

教
え
子
と
忘
年
の
酒
酌
み
交
は
す

峠
路
を
来
て
も
て
な
さ
る
根
深
汁

本
堂
の
静
け
さ
に
あ
る
寒
さ
か
な

高
島
ふ
み
女

粗
壁
の
築
六
十
余
年
目
張
り
剥は

ぐ

肥
沃
な
る
野
菜
団
地
や
水
温
む

蕗ふ
き

の
薹と

う

固
き
蕾

つ
ぼ
み

で
土
も
た
げ

添
書
に
思
い
の
深
き
春
だ
よ
り

土
台
石
傾
ぐ
雪
解
や
古
屋
敷

村
里
の
浩
然
の
気
や
水
温
む

深
閑
と
明
け
ゆ
く
村
や
遠
霞

寂せ
き

寞ば
く

と
暮
れ
ゆ
く
在
や
春
の
雨

春
や
春
奇き

巖が
ん

峙そ
ば
たつ

熊
野
館

眺
め
遣
る
折
爪
岳
や
棚
霞

【
二
月
席
題
詠
よ
り
】

春
炬こ

燵た
つ

世
界
広
が
る
ス
ポ
ー
ツ
祭　
　

（
赤　

藤
）

冬
の
夜
や
読
み
手
の
技
か
涙
顔

春
こ
た
つ
俳
句
と
共
に
暮
ら
し
を
り　

（
雪　

女
）

下
萌
や
消
し
て
は
な
ら
ぬ
俳
句
の
灯

眼
裏
に
誰
彼
の
顔
卒
業
期　
　
　
　
　

（
ふ
み
女
）

人
棲す

ま
ぬ
屋
敷
辺
り
の
雪
嵩か

さ

む

教
え
子
の
ア
ル
バ
ム
め
く
る
春
炬
燵　

（
畦　

畔
）

あ
の
頃
の
顔
の
懐
し
春
の
雪

老
健
な
笑
顔
集
い
て
二
月
句
座　
　
　

（
青　

村
）

老
楽
の
俳
三
昧
や
春
こ
た
つ

む
ら
の
文
芸

第
３
５
９
回　

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

元気スマイル �

山や

ま

本も

と 

勇
い
さ
む

さ
ん

昭
和
11
年
11
月
18
日
生
・
81
歳
（
戸
田
下
）　

８
歳
の
時
、
戦
争
で
父
を
亡
く
し
22

歳
で
タ
ケ
さ
ん
と
結
婚
。
野
菜
や
酪
農

を
生
業
と
し
、子
４
人
を
育
て
ま
し
た
。

◆
趣
味
は
？　
旅
行
が
好
き
で
国
内
は

四
国
以
外
の
全
県
に
行
っ
て
き
た
よ
。

◆
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
は
？　
農
業
な
ど

で
立
て
た
目
標
が
達
成
で
き
た
時
は
う

れ
し
か
っ
た
ね
。

◆
目
標
は
？　
九
戸
村
に
伝
わ
る
口
伝

集
を
、
も
う
一
冊
発
行
し
た
い
ね
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
昭
和
51
年
に

長
倉
か
ら
牛
の
馬
場
へ
引
っ
越
し
て
き

た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
よ
。

松
ま

つ

本
も

と 

志し

穂ほ

さ
ん

35
歳
・
江
刺
家
下

　

平
成
24
年
に
塁
太
さ
ん
と
結
婚
し
長
女

琴
葉
ち
ゃ
ん（
５
）、
次
女
詩う
た

ち
ゃ
ん（
０
）

の
２
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
学
校

卒
業
後
、
美
容
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
琴
葉
ち
ゃ
ん
と
絵
を
書
い

た
り
お
散
歩
を
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

◆
一
番
の
癒
し
は
？　
川
の
字
に
な
り
子

ど
も
２
人
と
寝
る
と
き
が
安
ら
ぎ
ま
す
ね
。

◆
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？　
自
分
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
自
分
の
店
を
出
店
し
、

自
分
で
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

友達の輪 �

友達の輪をつなげていこうと、自分の友人を紹介し
ていくコーナーです。
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村
教
育
委
員
会
の
村
学
校

支
援
地
域
本
部
は
12
月
７
日
、

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
九
曜
塾
の

活
動
が
評
価
さ
れ
、
地
域
学

校
協
働
活
動
の
模
範
と
し
て

全
国
か
ら
１
５
０
団
体
、
本

県
か
ら
は
３
団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

九
曜
塾
は
村
内
小
学
生
の

土
曜
学
習
の
場
と
し
て
、
村

内
や
周
辺
地
域
の
文
化
、
歴

史
、
人
に
触
れ
る
体
験
活
動

を
展
開
。
こ
れ
ま
で
九
戸
政

実
公
学
習
や
か
ん
じ
き
体
験
、

村
遺
跡
探
検
な
ど
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
活
動
を
通
じ
て
郷

土
へ
の
理
解
と
仲
間
づ
く
り
を

進
め
、
次
代
を
担
う
た
く
ま
し

い
九
戸
っ
子
を
育
て
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

漆
原
一
三
教
育
長
は
「
受
賞

を
機
に
、
地
域
と
学
校
が
連
携
・

協
働
し
て
社
会
全
体
で
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
支
え
、
地
域
の

教
育
力
を
生
か
し
た
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
、

さ
ら
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま

し
た
。

九
曜
塾
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の

受
賞
を
祝
福
す
る
関
係
者

九
曜
塾
に
文
科
大
臣
表
彰

　

村
ス
キ
ー
選
手

権
大
会
は
２
月
25

日
、
村
営
く
の
へ
ス

キ
ー
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。
県
内
外
か
ら

47
人
が
集
ま
り
、
今

ま
で
培
っ
て
き
た
技

術
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
選
手
た
ち
は
男

女
年
齢
別
14
部
門
に

分
か
れ
て
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
コ
ー
ス
で
大

回
転
競
技
に
よ
る
１

本
の
タ
イ
ム
で
優
勝

を
争
い
ま
し
た
。
小

雪
が
舞
う
中
、
選
手

た
ち
は
心
技
体
を
競
い
合
い
、

１
０
０
分
の
１
秒
を
争
い
ま
し

た
。

　

競
技
の
結
果
、
本
村
の
入
賞

者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
＝

学
年
・
所
属
は
受
賞
時
）

■
小
学
校
３・４
年
生
女
子

①
坂
本
桜え

凛り
ん
（
く
の
へ
ジ
ュ
ニ

ア
）

■
同
男
子

①
下
舘
大
輝
（
同
）

②
古
舘
明
澄
（
同
）

■
同
５・６
年
女
子

①
坂
本
星き
ら
り凛
（
同
）

■
同
男
子

②
松
澤
來ら
い

也や

（
同
）

小学校５・６年男子の部で２位に耀いた松澤來也君

小
学
校
３・４
年
生
女
子
の
部
で
頂
点

に
輝
い
た
坂
本
桜
凛
さ
ん
（
中
央
）

ス
キ
ー
選
手
権

　

村
教
育
委
員
会
で
は
ジ
ュ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
体
育
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　
３
年
前
か
ら
開
催
し
て
い
る

こ
の
教
室
を
今
年
は
１
月
21
日

と
28
日
、
２
月
25
日
の
計
３
回

実
施
。
体
育
セ
ン
タ
ー
の
利
用

促
進
を
図
る
こ
と
と
、
村
の
子

ど
も
た
ち
の
運
動
能
力
の
向
上

を
目
指
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

岩
手
大
学
な
ど
か
ら
講
師
３
人

を
招
い
た
教
室
に
、
15

人
が
参
加
。
虫
歩
き
運

動
、
ワ
ニ
歩
き
運
動
、

ア
ヒ
ル
歩
き
運
動
、
も

も
上
げ
運
動
な
ど
を
行

い
、
体
の
使
い
方
の
指

導
を
受
け
、
柔
軟
性
の

向
上
や
正
し
い
姿
勢
を

保
つ
体
の
使
い
方
を
学

び
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室

指
導
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

体
を
動
か
す
参
加
者
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
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❖ 今月のお薦め図書

　地名とは何か。名づけの
秘密に迫り、日本人の心を
探る。太古の時代「地名」
は原初的な神話世界と強く
結び付いていた。古代につ
ながる難読地名から平成の
市町村合併まで、日本の地
名に秘められた意味と歴史
的変遷を明らかにする。

地名の謎を解く
伊東　ひとみ　著／新潮社

僕はロボットごしの君に恋をする
山田　悠介　著／河出書房新社

土の記  上・下
髙村　薫　著／新潮社

　東京の大学
を出て関西の
大手メーカー
に就職し、奈良
県大宇陀の旧
家の婿養子に
なった伊佐夫。
妻を失い古希

　アイヌは、北海道や日
本のあちこちにずっと昔
から住んでいる人たちの
ことです。アイヌの昔話
には、人生に大切なこと
がたくさん詰まっていま
す。遠い昔から語り継が
れてきた先住民の知恵に
耳を傾けてみませんか。

ひまなこなべ
萱野　茂　文／あすなろ書房

し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
ま
す
」
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
十
分
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）

　

３
月
９
日
、
九
戸

中
学
校
で
は
春
駒
の

会
を
行
い
ま
し
た
。

在
校
生
は
今
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
卒
業

生
に
対
し
て
、
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て

合
唱
や
呼
び
掛
け
を

行
い
、
ま
た
先
輩
一

人
一
人
に
気
持
ち
を

込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
渡
し
ま
し
た
。

　

先
輩
た
ち
か
ら

も
、
感
謝
の
気
持
ち
を
後
輩
た

ち
に
伝
え
ま
し
た
。
数
日
後
に

控
え
た
卒
業
式
に
向
け
て
、
先

輩
後
輩
が
互
い
に
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
、
別
れ
を
惜
し
む
大

先輩に感謝を込めて

切
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
の
エ
ー
ル
交
換
で
は「
私

た
ち
は
九
戸
中
学
校
を
卒
業
す

る
け
ど
も
後
は
頼
ん
だ
ぞ
」「
任

せ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
伝
統
を

　

伊
保
内
高
等
学
校
で
は
、
今

年
も
進
路
決
定
率
１
０
０
％
を

達
成
し
ま
し
た
。
し
か
も
就
職

は
、
二
戸
地
区
の
高
校
で
は
一

番
早
い
昨
年
11
月
末
日
ま
で
に

全
員
が
内
定
を
決
め
る
こ
と
が

進
路
指
導
主
事　

小
林　

正
剛

　
進
路
決
定
率
１
０
０
％

で
き
ま
し
た
。

　

生
徒
の
努
力
は
も
と
よ
り
、

保
護
者
の
ご
協
力
、
村
と
村
民

皆
さ
ま
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
、

絶
大
な
支
援
の
た
ま
も
の
で
す
。

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
進
路

先
は
次
の
通
り
で
す
。

【
就
職
先
】

生
内
商
事
㈱　

㈱
阿
部
繁
孝
商

店　

㈱
小
田
島　

㈱
昭
和
食
品

㈱
Ｐ
Ｊ
二
戸
フ
ー
ズ　

九
戸
精

密
㈱　
　

九
戸
福
祉
会　

㈲
阿

部
悦
三
商
店　

新
岩
手
農
業
協

同
組
合　

㈱
宇
奈
月
延
対
寺
荘

㈱
成
城
石
井　

空
港
協
力
事
業

㈱　
　
信
和
会

【
進
学
先
】

岩
手
大
学　

岩
手
県
立
大
学　

釧
路
公
立
大
学　

富
士
大
学　

青
森
大
学　

仙
台
大
学　

岩
手

県
立
大
学
宮
古
短
期
大
学
部　

函
館
大
谷
短
期
大
学　

盛
岡
大

学
短
期
大
学
部　

青
森
中
央
短

期
大
学　

盛
岡
看
護
医
療
大
学

校　

仙
台
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

盛
岡
ヘ
ア
メ
イ
ク
専
門
学
校　

北
日
本
ヘ
ア
ス
タ
イ
リ
ス
ト
カ

レ
ッ
ジ　

仙
台
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス

ポ
ー
ツ
専
門
学
校　

上
野
法
律

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

　2060年、３度目の東京
オリンピック開催が迫る東
京で、人型ロボットを使っ
た国家的極秘プロジェクト
が進んでいた。メンバーの
健は幼馴染の陽一郎とその
妹の咲に助けられながら奮
闘するが…。ラストに待ち
受ける衝撃と涙の結末は？

感謝の気持ちを伝え合う生徒

を迎えた伊佐夫は一人で残された棚田で米を作る。

（福）

（福）



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

16

問
税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
３
２

　
血
糖
値
や
中
性
脂
肪
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
が
気
に
な
る
人
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
年
齢
と
と
も
に
値
は
上
が
っ
て
し

ま
う
の
で
す
が
、
控
え
た
方
が
良
い
と

い
わ
れ
る
食
品
を
我
慢
し
す
ぎ
る
と
、

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
疲
れ
て
し
ま
う

の
で
、
価
格
が
比
較
的
安
定
し
て
い
て
、

手
に
入
り
や
す
い
食
材
で
お
か
ず
を
一

品
増
や
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

３
回
の
食
事
を
し
っ
か
り
取
る
と
、

満
腹
感
が
持
続
す
る
の
で
食
べ
過
ぎ
を

防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
甘
い
お
菓
子
や
ア

ル
コ
ー
ル
の
量
が
減
り
、
血
中
の
余
分

血
糖
値
や
中
性
脂
肪
が
気
に
な
る
人
へ

　
　
　
　
（
栄
養
士　
高
見
舘
ハ
ス
ミ 

）

な
脂
質
を
減
ら
す
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
お
薦
め
の
食
材
は
…

⃝

シ
イ
タ
ケ
…
価
格
も

安
定
し
て
い
て
、
食
感

が
肉
に
近
く
、
骨
を
作

る
の
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
含
ま
れ

ま
す
。

⃝

も
や
し
…
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
食
物
繊
維
が
豊
富
で
す
。

ゆ
で
て
か
ら
炒
め
る
と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ

感
が
残
っ
て
お
い
し
い
で
す
。
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
が
流
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
煮
過

ぎ
な
い
の
が
コ
ツ
で
す
。

⃝

豆
、
大
豆
製
品
…
骨
粗
し
ょ
う
症
を

防
ぎ
、
男
性
、
女
性
を
問
わ
ず
更
年
期

の
不
調
を
和
ら
げ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

⃝

さ
ば
水
煮
缶
…
血
中
の

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

（
い
わ
ゆ
る
悪
玉
）
を
下
げ

る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

⃝

乾
物
（
切
り
干
し
大
根
、
ひ
じ
き
、

干
し
シ
イ
タ
ケ
）
…
こ
れ
ら
を
具
だ
く

さ
ん
の
ス
ー
プ
に
し
た
り
、少
量
の
ベ
ー

コ
ン
と
炒
め
た
り
、
さ
つ
ま
揚
げ
と
煮

物
に
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
味
付
け

は
薄
味
に
す
る
と
素
材
の
味
、
う
ま
み

を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
か
む
回
数

が
増
え
る
食
材
が
多
い
の
で
、
早
食
い

や
食
べ
過
ぎ
も
防
ぎ
ま
す
。

　

運
動
は
血
中
の
脂
質
を
下
げ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
ず
っ
と
座
っ
て
仕
事
を
し

て
い
る
人
、
こ
た
つ
に
じ
っ
と
し
て
い

る
時
間
が
長
い
人
、
30
分
に
１
回
立
っ

て
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。手
で
ゴ
ム
ボ
ー

ル
を
ギ
ュ
ッ
ギ
ュ
ッ
と
握
る
こ
と
で
血

管
年
齢
が
若
返
る
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

忙
し
い
時
期
で
す
が
元
気
に
乗
り
越
え

た
い
で
す
ね
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
こ
れ
ま
で
、

市
町
村
が
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
４
月

か
ら
は
、
県
と
市
町
村
が
共
同
で
運
営

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
は
財
政
運
営
の
主
体
と
な
り
、
安

定
的
な
財
政
運
営
や
効
率
的
な
事
業
運

営
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
市

町
村
は
資
格
管
理
、
保
険
給
付
、
保
険

税
率
の
決
定
、
賦
課
・
徴
収
、
保
険
事

業
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
事
業
を
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
行
い
ま
す
。

■
４
月
か
ら
何
が
変
わ
る
の
？

　
県
と
市
町
村
が
共
同
保
険
者
と
な
り
、

被
保
険
者
証
の
様
式
や
高
額
療
養
費
の

多
数
回
該
当
の
算
定
方
法
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

■
手
続
き
は
ど
う
な
る
の
？

　

各
種
申
請
や
届
け
出
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
村
の
窓
口
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

資
格
は
、
都
道
府
県
単
位
と
な
り
、
県

内
の
他
市
町
村
へ
住
所
が
変
わ
っ
た
場

合
で
も
、
基
本
的
に
資
格
が
引
き
継
が

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
新
住
所
地
で
新
し
い
保
険

証
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
が
必

要
で
す
。
国
保
の
加
入
・
脱
退
は
、
届

け
出
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
保
税
は
ど
う
な
る
の
？

　

村
は
、
県
か
ら
示
さ
れ
る
標
準
保
険

料
を
参
考
に
し
て
、
保
険
税
率
を
決
定

し
ま
す
。

■
被
保
険
者
証
が
変
更

　

被
保
険
者
証
に
県
名
が
表
記
さ
れ
ま

す
。
平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
利
用
す

る
保
険
証
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

国
保
運
営
が
市
町
村
か
ら
県
へ

　
　
　
（
国
保
担
当　
小
野
寺
さ
ゆ
り 

）

国 民 健 康 保 険
被 保 険 者 証

有効期限　　年　　月　　日

保 険 者 番 号

交 付 者 名 印
市 町 村 印

岩 　 手 　 県県名が入ります

記　号
氏　 名
生 年 月 日
適 用 開 始 年 月 日
交 付 年 月 日

世 帯 主 氏 名
住 所

番　号
性　別
　 　 　 年 　 　 　 月 　 　 　 日
　 　 　 年 　 　 　 月 　 　 　 日
　 　 　 年 　 　 　 月 　 　 　 日

市町村による
資格管理の開始日が
入ります

交付者は
これまで通り
市町村です

《 改 正 案 》
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村内の交通事故（２月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 ± 0 件
物損事故 9 件 18 件 ＋ 4 件
負 傷 者 0 人 0 人 ± 0 人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 0 人 ± 0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 1238日
（２月28日現在）

■
実
施
期
間

　
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間

■
運
動
重
点

︻
子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止
︼

　

子
ど
も
は
興
味
の
あ
る
も
の
を
見
つ

け
る
と
周
囲
を
見
ず
に
飛
び
出
す
な
ど
、

思
い
も
よ
ら
な
い
行
動
を
取
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

運
転
中
に
子
ど
も
を
見
掛
け
た
ら
飛

び
出
し
な
ど
の
危
険
を
予
測
し
、
速
度

を
落
と
し
、
安
全
な
間
隔
を
保
っ
て
走

行
し
ま
し
ょ
う
。

︻
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
︼

　

自
転
車
が
歩
道
を
通
行
で
き
る
場
合

で
も
歩
行
者
優
先
で
す
。
歩
行
者
の
通

行
を
妨
げ
る
と
き
は
必
ず
一
時
停
止
を

し
ま
し
ょ
う
。

︻
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
着
用
の
徹
底
︼

　

運
転
手
の
皆
さ
ん
は
、
車
に
乗
っ
た

全
て
の
人
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
さ
せ
、
交

通
事
故
か
ら
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

４
月
６
日
か
ら
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

︻
飲
酒
運
転
の
根
絶
︼

　

飲
酒
運
転

は
、
悪
質
な
犯

罪
行
為
で
す
。

少
量
の
ア
ル

コ
ー
ル
で
も
脳

の
機
能
が
ま
ひ

し
、
運
転
に
必

要
な
注
意
力
や

判
断
力
を
低
下
さ
せ
、
大
き
な
事
故
を

起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
﹁
飲
酒
運
転
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
﹂

を
合
い
言
葉
に
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
周
囲
の
人
も
協
力
し
て
飲
酒
運
転

を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

■
山
火
事
防
止
運
動
統
一
標
語

　
小
さ
な
火
　
大
き
な
森
を

　
　
　
　
　
　
　
破
壊
す
る

村内の火災・救急（２月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 0 件 ±０件
救 急 30 件 54 件 ＋ 14 件

５
月
31
日
ま
で
山
火
事
防
止
月
間

イ
ナ
ン
バ
ー
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
の

確
認
（
身
元
確
認
）
す
る
た
め
、
以
下

の
書
類
で
確
認
し
ま
す
。

①
番
号
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
通
知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
）

②
身
元
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
、
旅
券
な
ど
）

　

３
月
５
日
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に

よ
る
年
金
請
求
の
手
続
き
や
諸
変
更
な

ど
の
各
種
手
続
き
の
届
け
出
、
申
請
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
い
各
種
手
続
き

を
行
う
場
合
は
、
窓
口
に
お
い
て
本
人

確
認
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
正
し
い
番

号
で
あ
る
こ
と
の
確
認（
番
号
確
認
）と
、

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
出
す
る
人
が
マ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
届
け
出
︑
申
請
が
可
能

　

３
月
１
日
か
ら
５
月
31

日
ま
で
は
山
火
事
防
止
運

動
月
間
で
す
。
空
気
が
乾

燥
し
、
山
火
事
が
多
く
発

生
す
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
山
火
事
防
止
運
動

重
点
事
項

①
た
き
火
を
し
た
ら

そ
の
場
を
離
れ
ず
完

全
に
消
火
す
る
こ
と

②
た
ば
こ
の
吸
い
殻

は
投
げ
捨
て
な
い
こ

と③
火
遊
び
は
し
な
い

こ
と
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ４月２日㊊ ４月３日㊋ ４月９日㊊
空 き 缶 ４月16日㊊ ４月17日㊋ ４月23日㊊
粗 大 ご み ４月10日㊋ ４月24日㊋
紙・プラ類 ４月12日㊍ ４月18日㊌ ４月26日㊍

ごみ収集日 ４月

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

４ ８ 浄法寺診療所 38-2021 ４ ８ 岩渕歯科医院 32-2238

15 いちのへ内科クリニック 33-2701 15 こしみず歯科クリニック 33-4618

22 すがわら消火器内科 23-2879 22 渡辺歯科医院 23-2052

29 よこもり眼科クリニック 22-2230 29 沢藤歯科医院 25-4002

30 金田一診療所 27-2205 30 国香歯科医院 23-2223

  飼い猫以外の猫に
餌を与えないで！

　かわいそうだか
らと、飼い猫以外
の猫に餌を与え始
めると、そこに住
み着いてどんどん
繁殖します。
その結果→
◎生きられない子猫や処分されて
しまう猫が増える 
◎周辺のふん尿汚染や泣き声など
で近所迷惑となる 
…などの問題が発生します。

　猫に餌を与えることは、その猫
の飼い主になるということです。
飼い主には、その猫の健康・安全
管理からふん尿の始末・周辺環境
への配慮などの責任が伴います。
→ 責任を持てない餌やりはやめま
しょう
■問い合わせ　住民生活課保健衛
生班　（☎42-2111内線123）

  多重債務の悩み
ご相談ください

　東北財務局盛岡財務事務所では、
借金を抱え悩んでいる人の相談に
無料で応じています。
■相談専用電話
　019-622-1637
■受付　月～金曜日（祝日除く）
　午前８時30分～午後４時30分
■場所　盛岡合同庁舎４階
　東北財務局盛岡財務事務所
■問い合わせ　東北財務局盛岡
財務事務所理財課（☎019-625-
3353）

  春の地域安全運動
４月６日～ 15日

　４月６日～15日まで春の地域安
全運動を開催します。犯罪のない
安全で安心な村づくりに向け、下
記に注意しましょう。
■特殊詐欺の被害防止
　架空請求詐欺やオレオレ詐欺に
注意しましょう。一人で判断せず
誰かに相談しましょう。
■子どもと女性の安全確保
　子どもと一緒に通学路を歩き、
安全な場所と危険な場所を確認し
ましょう。
■鍵掛けの励行
　自宅や車、自転車などの鍵掛け
を徹底しましょう。
■問い合わせ　総務企画課庶務財
政班　（☎42-2111内線166）

  ５月 12 日は民生委員
・児童委員の日

　５月12日を民生委員・児童委員
の日と定め、同日から１週間を活
動強化週間として全国的に民生委
員・児童委員活動の普及・啓発に
取り組みます。
■実施期間
　５月12日（土）～18日（金）
■一斉取組日　５月13日（日）
■民生委員・児童委員
　厚生労働大臣から委嘱された地
域福祉の推進役です。
■活動内容
　お年寄りや生活困窮世帯などの
相談に応じながら、地域全体の見
守り・訪問活動などを行っています。
■問い合わせ　住民生活課地域福
祉班　（☎42-2111内線201）
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人のうごき
（平成30 年3日 1日現在）

●人　口　　５，９０２　人　  （－９）

　　男　　　 ２，８３７　人  　（－６）

　　女　　　 ３，０６５　人　  （－３）

●世帯数　　２，１６５世帯　　（－２）
　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　５　人  　　（７人）

　 転　 出　　 　　９　人 　 （２１人）

　 出　 生　　 　　５　人  　　（７人）

　 死　 亡　　　 １０　人  　（１８人）
（カッコ内は１月からの累計）

  福祉活動費
一部を助成

　村共同募金委員会では、皆さん
から協力いただいた赤い羽根共同
募金を基に、さまざまな福祉事業
を展開しています。
　そこで、平成30年度の赤い羽根
共同募金を基に、翌年平成31年度
に実施を予定している村内福祉活
動実施団体に活動費の一部を助成
します。
■対象団体
　地域福祉活動実施団体（各種福
祉団体、自治会、町内会、福祉施
設など）
■対象事業
　地域での高齢者見守り活動、子
育てサロン、地域の福祉活動、社
会福祉を目的とする事業など
■募集締切　４月27日（金）
■助成の決定
　申請後、審査委員会で審査の上、
村募金委員会で審議され、県共同
募金会で助成が決定されます。
■申し込み・問い合わせ
　村総合福祉センター内・村共同
募金委員会、村社会福祉協議会（☎
41-1200）
※申請用紙は村社会福祉協議会に
あります。

編集後記
◆人事異動が発表。予想通り広報
を卒業。最初は異動したい気持ち
があったのですが、よく考えてみ
ると、まだやりたかったような気が
します。うれしい気持ちより名残り
惜しい気持ちの方が強かったです。
◆６年間で撮影した写真は21万枚、
発行回数は72回。多くの人に出会い、
たくさんのことを学び、厚い支援を
いただいたことを大変うれしく思っ
ています。支援・協力いただいた皆
さまありがとうございました。（下村）

  県北バスの運行
一部を変更

　４月から県北バスの運行経路が
一部変わります。軽米町内を運行
していたバスがオドデ館まで運行
を延長し、軽米病院への通院が便
利になりました。
■伊保内支所～軽米間
▷オドデ館　午前９時18分→
　軽米新町　午前10時10分
▷オドデ館　午後３時17分→
　軽米新町　午後４時10分
▷軽米新町　午前８時40分→
　オドデ館　午前９時11分
▷軽米新町　午後１時45分→
　オドデ館　午後２時46分
■循環バス（水曜コース）江刺家
方面
▷三沢　　　　午前９時32分→
　伊保内営業所　午前10時20分
▷伊保内営業所　午後２時10分→
　長興寺小学校前　午後３時２分
■その他　各停留所や詳細につい
ては時刻表を確認ください。
■問い合わせ　県北自動車株式会
社一戸営業所伊保内支所（☎42-
2211）、総務企画課地域振興班（☎
42-2111内線172）
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オ
ド
デ
塾
ふ
れ
あ
い
演
芸
ま
つ

り
は
３
月
11
日
、
江
刺
家
小
学
校

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
２
５
０

人
が
集
ま
り
、
培
わ
れ
て
き
た
地

域
の
絆
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
踊
り
や
神
楽
な

ど
18
演
目
が
披
露
さ
れ
、
き
り
り

と
し
た
演
舞
や
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
コ
ン
ト
に
、
来
場
者
か
ら
は
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
、
癒
し
の
ひ
と
と
き

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

オ
ド
デ
塾
ふ
れ
あ
い
演
芸
ま
つ
り

20

元気いっぱいたくましく南中ソーランを披露するひめほたるこども園の園児８人

20

笑いが止まらなかったオドデコントダンシングヒーローを笑顔で踊る、なっちゃんとゆかいな仲間たち

20

　

ま
た
、
昨
年
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
で
３
位
相
当
に
輝
い
た
、

伊
保
内
高
等
学
校
郷
土
芸
能
委
員

会
も
出
演
し
、
堂
々
と
し
た
迫
力

あ
る
江
刺
家
神
楽
の
演
舞
が
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
修

学
旅
行
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
ド
デ

塾
塾
生
に
よ
る
コ
ン
ト
で
は
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
演
出
に
会
場
は
笑

い
声
や
笑
顔
で
包
ま
れ
、
来
場
者

は
幸
福
な
ひ
と
と
き
に
酔
い
し
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も
園

の
園
児
８
人
も
駆
け
付
け
、
小
さ

な
体
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
南
中

ソ
ー
ラ
ン
を
堂
々
と
踊
っ
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
抽
選
会
を
４
回
開
催
。

最
初
か
ら
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
い

る
お
客
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、
豪
華
な
多
数
の
景
品
が
来

場
者
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

培
わ
れ
た
地
域
の
絆

　
こ
ぼ
れ
る
笑
顔

初ライブを披露するＲ＆Ｙ（中村蓮君）




